
【
報

告
】

鳥

海

秀

実

　
　
美
術
品
の
保
存
修
復
の
理
念

　
　
　
　

―
西
洋
絵
画
を
中
心
と
し
て

―
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美
術
品
の
保
存
修
復
の
理
念
―
西
洋
絵
画
を
中
心
と
し
て
―

鳥
海　

秀
実　

　
　
　

※ 

本
稿
は
二
〇
二
二
年
一
一
月
三
日
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
サ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ムG

lobal C
onservation Platform

で
行
わ
れ
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
発

表
内
容
に
修
正
を
加
え
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
西
洋
の
古
典
絵
画
を
中
心
に
美
術
品
の
保
存
修
復
の
理
念
に
つ
い

て
次
の
項
目
を
概
観
し
ま
す
。

一
、
美
術
品
の
修
復
の
歴
史
と
保
存
修
復
分
野
の
確
立

二
、
美
術
品
の
修
復
の
理
論

　
　
　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て

　
　
　

補
彩
に
つ
い
て

三
、
倫
理
規
定
と
実
務
指
針

四
、
資
格
と
認
定
制
度

一　

美
術
品
の
修
復
の
歴
史
と
保
存
修
復
分
野
の
確
立

西
洋
に
お
け
る
美
術
品
の
修
復
の
歴
史
に
関
す
る
文
献
を
二
つ
ご
紹
介
し
ま

す
。
一
番
の
拠
り
所
と
な
る
の
が
、
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
コ
ン
テ
ィ
の
『
美
術
品

保
存
修
復
の
歴
史）

1
（

』
で
す
。
コ
ン
テ
ィ
は
、
日
本
語
訳
が
出
版
さ
れ
て
い
る
『
修

復
の
鑑）

2
（

』
の
著
者
で
も
あ
り
ま
す
。
も
う
一
点
は
、
ジ
ュ
ゼ
ッ
ピ
ー
ナ
・
ペ
ル

ジ
ー
ニ
の
『
絵
画
・
木
製
彫
刻
の
修
復）

3
（

』
で
す
。
自
分
が
イ
タ
リ
ア
に
留
学
し
て

い
た
当
時
、
修
復
を
学
ぶ
学
生
の
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
、
修
復
の
歴

史
に
つ
い
て
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す）

4
（

。

現
代
の
私
た
ち
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
修
復
」
は
、
近
代
以
降
に
生
ま
れ
た
概
念

で
す
。
こ
れ
ら
の
文
献
を
も
と
に
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
以
降
か
ら
今
日
ま
で
、
修
復

の
歴
史
を
ご
く
簡
略
に
見
て
参
り
ま
す
。

一
六
世
紀
、
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
の
『
美
術
家
列
伝）

5
（

』
に
は
、
絵
画
に

つ
い
て
、「
卓
越
し
た
人
間
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
は
、
技
量
の
劣
る
者
に
手

を
加
え
ら
れ
る
よ
り
も
、
半
ば
損
な
わ
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
い
る
ほ
う
が
ま
し
で

あ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
手
を
加
え
る
」
と
は
今
日
的
な
修
復
の
意
味
で

は
な
く
「
加
筆
」
を
指
し
ま
す
が
、
こ
こ
に
は
優
れ
た
芸
術
作
品
に
対
す
る
敬
意

が
窺
わ
れ
ま
す
。
一
方
、
古
代
彫
刻
に
つ
い
て
は
「
こ
れ
ら
修
復
さ
れ
た
古
代
作

品
は
、
不
完
全
な
胴
体
や
頭
部
の
な
い
四
肢
、
つ
ま
り
欠
陥
だ
ら
け
で
不
具
の
状

態
の
作
品
よ
り
、
ず
っ
と
優
美
で
あ
る
。」
と
あ
り
、
彫
像
は
手
足
が
欠
け
て
い

な
い
方
が
い
い
と
い
う
感
覚
は
、
世
界
共
通
の
人
間
の
自
然
な
感
じ
方
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

一
七
世
紀
、
古
美
術
市
場
の
隆
盛
に
伴
う
修
復
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
美
術
品
の
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
り
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ

ユ
宮
殿
や
ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
に
お
い
て
行
わ
れ
た
よ
う
に
、
室
内
調
度
に
合
わ
せ
て

画
面
を
拡
張
・
切
断
し
た
り
し
た
た
め
、
裏
打
ち
な
ど
の
修
復
技
術
が
発
達
し
て

い
き
ま
し
た
。

一
八
世
紀
に
は
、
さ
ら
に
高
度
な
修
復
技
術
が
現
れ
ま
す
。
フ
レ
ス
コ
画
を
剥

が
す
ス
ト
ラ
ッ
ポ strappo

の
方
法
が
考
案
さ
れ
た
の
は
こ
の
時
代
で
す
。
薄
い

絵
具
の
層
だ
け
を
板
絵
か
ら
カ
ン
ヴ
ァ
ス
へ
移
し
替
え
る
の
は
、
大
変
危
険
を
伴
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う
処
置
で
、
処
置
に
よ
っ
て
画
面
が
損
傷
す
る
と
、
そ
れ
を
隠
す
た
め
に
厚
い

ワ
ニ
ス
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
最
終
的
に
、
板
絵
の
滑
ら
か
で
緻
密
な
質
感
が
失

わ
れ
、
接
着
に
よ
る
圧
力
で
カ
ン
ヴ
ァ
ス
の
目
が
浮
き
上
が
っ
て
見
え
る
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
図
像
の
保
存
に
の
み
価
値
を
置
い
た
処
置
で
あ
り
、

作
品
の
物
質
と
し
て
の
特
性
は
気
に
か
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
八
世
紀
末
、
近
代
的
な
叙
述
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
の
公
共
絵
画
修
復
監
督
官
ピ
エ
ト
ロ
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
は
、
サ
ン
テ
ィ
・

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
エ
・
パ
オ
ロ
聖
堂
の
食
堂
内
に
修
復
工
房
を
組
織
し
、
報
告

書
の
作
成
（
劣
化
原
因
分
析
、
保
存
修
復
計
画
立
案
、
可
逆
性
、
修
復
箇
所

の
識
別
性
な
ど
の
規
範
）、
絵
画
修
復
学
校
計
画
案
な
ど
を
書
き
記
し
ま
し
た
。 

　

一
九
世
紀
に
は
、
職
業
と
し
て
の
修
復
家
が
登
場
し
ま
す
。
ま
た
、
ロ
マ
ン
主

義
の
影
響
を
受
け
て
、
作
品
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ

が
洗
浄
論
争
（
６
）

へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

一
九
世
紀
後
半
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
カ
ヴ
ァ
ル
カ
セ
ッ
レ
は
、
現

存
す
る
部
分
か
ら
画
家
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
法
を
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
修
復

を
目
指
し
「
考
証
学
的
」
修
復
を
進
め
ま
し
た
。
一
八
七
七
年
、
文
化
・
教
育
省

の
公
文
書
の
中
で
、
補
彩
に
「
中
間
色
」
を
用
い
、
そ
の
中
間
色
は
オ
リ
ジ
ル
の

色
よ
り
弱
く
す
る
こ
と
、
そ
し
て
修
復
箇
所
は
識
別
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

記
し
て
い
ま
す
。

二
〇
世
紀
に
な
る
と
、
保
存
修
復
に
関
す
る
研
究
組
織
が
世
界
各
地
で
生
ま
れ

ま
す
。
ベ
ル
リ
ン
美
術
館
は
世
界
で
は
じ
め
て
科
学
的
な
ラ
ボ
を
美
術
館
に
併
設

し
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
設
立
の
年
代
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
方

が
早
い
よ
う
で
す
（
図
１
）。

私
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
研
修
を
受
け
た
組
織
の
名
称
は
、
直
訳
で
は
「
貴
石

世界における保存修復研究機関の創設

1870年 ニューヨーク、メトロポリタン美術館（1886年 絵画部門設立）

1888年 ベルリン美術館 (Chemical Laboratory of the Königliche Museen zu

Berlin (Royal Museums of Berlin)) 

1919年 ロンドン、大英博物館（Research Laboratory）

1928年 ハーバード大学、フォッグ美術館

（Straus Center for Conservation and Technical Studies）

1933年 ロンドン、コートールド・インスティテュート

1937年 ミュンヘン、マックス・デルナー研究所

1939年 ローマ、中央修復研究所 Istituto Centrale per il Restauro

1946年 ロンドン、ナショナル・ギャラリー

1948年 ブリュッセル、ベルギー王立文化財研究所

1975年 フィレンツェ、貴石加工所および修復研究所 Opificio delle Pietre Dure 

e Laboratori di Restauro （ 1932年創立の絵画修復室もこれに統合）

1985年 ロサンゼルス、ゲティ保存研究所

図 1
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加
工
所
お
よ
び
修
復
研
究
所
（O

pificio delle Pietre D
ure e Laboratori di 

R
estauro

）」
と
表
記
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
国
内
に
二
つ
あ
る
国
立
修
復
研
究
機
関

の
う
ち
の
一
つ
に
あ
た
り
ま
す
（
も
う
一
つ
は
ロ
ー
マ
中
央
修
復
研
究
所
）。
貴

石
加
工
所
は
メ
デ
ィ
チ
家
に
由
来
す
る
組
織
で
す
。
私
は
キ
ャ
ン
バ
ス
画
と
板
絵

の
部
門
に
お
り
ま
し
た
の
で
、
バ
ッ
ソ
要
塞
の
敷
地
内
に
あ
る
建
物
に
通
っ
て
い

ま
し
た
（
図
２
）。

保
存
修
復
分
野
が
大
き
く
発
展
し
た
時
期
は
、
世
界
大
戦
が
行
わ
れ
て
い
た
時

期
と
重
な
り
ま
す
。
文
化
財
は
英
語
でcultural property

、heritage

と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
、
国
の
文
化
的
財
産
を
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
特
に
建
造
物
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
関
し
て
は
、
高
度

経
済
成
長
、
開
発
の
波
か
ら
守
る
必
要
も
あ
り
ま
し
た
。

建
造
物
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
関
す
る
憲
章
は
ア
テ
ネ
憲
章
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
憲

章
な
ど
有
名
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
美
術
品
の
保
存
修
復
に
関
し
て
、
国
際
的

に
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
美
術
品
の
保
存
に
関
す
る
初
め
て

の
世
界
的
な
会
議
は
、
一
九
三
〇
年
、
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
芸
術
作
品
の
科
学

的
調
査
と
保
存
に
関
す
る
国
際
会
議
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）。
こ
の
会
議
を

受
け
て
テ
キ
ス
トM

anual on C
onservation of Paintings

も
出
版
さ
れ
ま
し

た
。
今
日
と
な
っ
て
は
歴
史
的
な
内
容
で
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
のA

rchetype

と
い

う
出
版
社
に
よ
る
復
刻
版
が
参
照
で
き
ま
す
（
７
）
。

イ
タ
リ
ア
国
内
で
は
三
回
、
修
復
憲
章
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
九
三
二
年
の

イ
タ
リ
ア
修
復
憲
章
は
大
変
早
い
時
代
の
修
復
憲
章
で
、
イ
タ
リ
ア
の
誇
り
と
言

わ
れ
ま
す
。
一
九
七
二
年
の
イ
タ
リ
ア
修
復
憲
章
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
の
理
論
を
反

映
さ
せ
た
憲
章
で
す
（
８
）
。
イ
タ
リ
ア
語
版
の
『
修
復
の
理
論
』
の
巻
末
に
は
収
録
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
語
版
に
は
入
っ
て
い
な
い
た
め
、
追
っ
て
翻
訳
を
行
い
ま

フィレンツェ、貴石加工所および修復研究所
(Opificio delle Pietre Dure e Laboratori di Restauro, Firenze)

アルファーニ通り:
本部、貴石美術館、図書館、修復部
(石、ブロンズ、陶器、テラコッタ、
モザイク、ガラス、金銀細工、考古
遺物)

バッソ要塞: 
科学部、保存環境・予防的保存部、
修復部 (キャンバス画、板絵、壁画、
紙、羊皮紙、テキスタイル、木彫、
木)、写真部

ヴェッキオ宮殿:
タペストリー修復部

バッソ要塞の外観

図 2
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し
た
（
９
）

。
一
九
八
七
年
の
イ
タ
リ
ア
修
復
憲
章
に
は
「
本
や
文
書
」
の
文
化
財
に
関

し
て
も
記
載
が
あ
り
ま
す
。
建
造
物
か
ら
美
術
品
ま
で
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
化

財
に
つ
い
て
一
つ
の
憲
章
の
中
で
扱
っ
て
い
る
点
は
、
イ
タ
リ
ア
の
修
復
憲
章
の

特
性
と
言
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
文
化
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
す
べ
て
保
存
し
よ
う
と

す
る
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ま
す
。

戦
後
、
一
九
六
三
年
に
出
版
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
の
『
修
復
の
理
論）

10
（

』
が
、
そ

の
後
の
修
復
理
念
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
こ
で
は
、
本
の
中
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
挙
げ
ま
す
。

・
芸
術
作
品
の
修
復
と
は
何
か
（
工
業
製
品
の
修
復
と
の
違
い
）

・
芸
術
作
品
の
歴
史
的
要
件
と
美
的
要
件

・
作
品
の
三
つ
の
時
間

・
作
品
を
構
成
す
る
物
質
と
イ
メ
ー
ジ
を
分
け
る
二
元
論
的
な
考
え
方

・
作
品
の
潜
在
的
統
一
性

前
述
の
修
復
の
歴
史
の
中
で
引
用
し
た
ペ
ル
ジ
ー
ニ
の
本
（
一
九
八
九
年
）
の

中
の
修
復
の
理
論
の
項
目
は
次
の
通
り
で
す
。
当
然
な
が
ら
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
が
唱

え
た
内
容
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

・
修
復
し
た
箇
所
の
識
別
可
能
性

・
修
復
材
料
と
方
法
の
可
逆
性

・
修
復
材
料
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
材
料
の
適
合
性

・
最
小
限
の
介
入

1939～1945年 第二次世界大戦

1914～1918年 第一次世界大戦

1930年 芸術作品の科学的調査と保存に関する
国際会議（ローマ）

（ International Conference for the Study of
Scientific Methods for the Examination and
Preservation of Works of Art）

1939-40年
“Manual on Conservation of Paintings”
（仏・英語）

1931年 アテネ憲章
1964年 ヴェネツィア憲章

イタリアの修復憲章
1932年
1972年
1987年

美術品の保存修復に関する国際会議、憲章

図 3
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二　

美
術
品
の
修
復
の
理
論

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て

美
的
側
面
に
関
わ
る
処
置
の
中
で
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
補
彩
の
理
論
に
つ
い
て

作
品
例
を
引
用
し
て
お
話
し
ま
す
。

西
洋
の
古
典
絵
画
の
場
合
、
構
造
の
特
徴
と
し
て
、
最
上
面
に
ワ
ニ
ス
が
あ
り

ま
す
。
画
面
全
体
の
光
沢
を
均
一
に
整
え
表
面
を
保
護
す
る
な
ど
の
役
割
が
あ
り

ま
す
が
、
天
然
樹
脂
か
ら
成
る
ワ
ニ
ス
は
経
年
で
褐
色
に
変
化
す
る
た
め
、
こ
れ

を
除
去
し
て
新
た
に
ワ
ニ
ス
を
塗
布
す
る
こ
と
が
、
歴
史
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
（
図
４
、
５
（
６
）

）。

西
洋
絵
画
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
論
争
が
繰
り
返

し
行
わ
れ
、
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
と
り
わ
け
ロ
ン
ド
ン
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
舞
台
に
展
開
さ
れ
た
洗
浄
論
争
は
最
も
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
作
品
に
古
色
の
よ
う
な
褐
色
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
・
ワ
ニ
スG

allery Varnish

と
呼
ば
れ
る
ワ
ニ
ス
を
塗
布
し
て
い
た
時
代

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
方
針
転
換
に
よ
り
、
一
連
の
絵
画
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
《
バ
ッ
カ
ス
と
ア
リ
ア
ド

ネ
》
な
ど
が
受
け
た
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
対
し
て
タ
イ
ム
ズ
紙
へ
送
ら
れ
た
投
書
が

契
機
と
な
り
、
一
八
四
六
年
か
ら
始
ま
っ
た
論
争
がC

leaning C
ontroversy

と

呼
ば
れ
て
い
ま
）
12
）（
11
（

す
。

（
図
６
）
は
問
題
と
な
っ
た
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
の
作
品
の
現
在
の
状
態
の
写
真

で
す
が
、
一
九
六
七
年
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
の
写
真
か
ら
は
、
縦
方
向
に
絵
具
の

著
し
い
剥
落
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
）
13

（
６
）（
す
。
こ
の
損
傷
は
、
論
争
が
行
わ
れ
た
当

時
も
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
や
は
り
補
彩
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
一
九
〇
〇
年
代
半
ば
に
再
度
、
論
争
が

起
き
ま
す
。
一
九
四
七
年
に
開
催
さ
れ
た
展
覧
会C

leaned Pictures

を
受
け
て

バ
ー
リ
ン
ト
ン
・
マ
ガ
ジ
ンB

urlington M
agazine

誌
上
で
ロ
ー
マ
中
央
修
復

研
究
所
と
ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
専
門
家
た
ち
の
間
で
論
争

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
論
争
の
一
部
は
、ブ
ラ
ン
デ
ィ
『
修
復
の
理
論
』
の
後
半
、

補
遺
の
第
五
章
「
パ
テ
ィ
ナ
、
ワ
ニ
ス
お
よ
び
ヴ
ェ
ラ
ト
ゥ
ー
ラ
に
関
連
す
る
絵

画
の
洗
浄
」
と
第
六
章
「
ワ
ニ
ス
と
グ
レ
ー
ズ
に
関
す
る
事
実
に
基
づ
く
考
察
」

に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す）

10
（

。

絵
画
の
最
後
の
仕
上
げ
は
、
ワ
ニ
ス
と
類
似
し
た
成
分
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ベ
ッ
リ
ー
ニ
の
作
品
で
は
階
段
の

石
を
つ
な
ぐ
金
属
の
部
分
が
ワ
ニ
ス
に
似
た
材
質
で
描
か
れ
て
お
り
、
不
注
意
に

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
と
ワ
ニ
ス
と
一
緒
に
絵
の
一
部
も
除
去
さ
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
（
図
７
）。
絵
画
に
は
こ
の
よ
う
な
繊
細
な
仕
上
げ
が
あ
る

こ
と
を
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
は
作
品
の
観
察
と
歴
史
的
文
献
を
根
拠
に
説
明
し
て
い
ま

す
。一

九
〇
〇
年
代
半
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
ェ
ー
ル
大
学
美
術
館
で
は
、
徹
底
的
な

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
後
、
補
彩
を
一
切
し
な
い
方
針
で
修
復
処
置
が
行
わ
れ

て
い
た
時
期
が
あ
り
、
考
古
学
的
純
粋
主
義 A

rchaeological purism

と
呼
ば

れ
ま
し
た）

14
（

。（
図
８
）
は
、
二
〇
〇
三
年
に
イ
ェ
ー
ル
大
学
で
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
際
に
収
蔵
庫
内
で
見
せ
て
頂
い
た
作
品
の
例
で
す
。
下
地
に
到
達
す
る

ま
で
、
画
面
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
の

体
部
分
に
見
え
る
緑
色
は
、
肌
色
を
施
す
前
の
下
塗
り
で
す
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
公
開
し
、
議
論
を
期
待
す
る
試
み
だ
っ
た
よ
う
で
）
15

（
６
）（
す
。
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ワワニニスス

彩彩色色

支支持持体体

下下地地

新たなワニス塗布クリーニング経年によりワニスが黄褐色化

補彩 後世の加筆 ／画家による最後の仕上げ

ssuuppppoorrtt

ggrroouunndd

ppaaiinntt

vvaarrnniisshh

図 5

ワワニニスス

彩彩色色

vvaarrnniisshh

下下地地

新たなワニス塗布クリーニング経年によりワニスが黄褐色化

損傷箇所 後世の加筆 ／画家による最後の仕上げ

支支持持体体

ggrroouunndd

ppaaiinntt

ssuuppppoorrtt

図 4
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一
九
八
五
年
、
ゲ
リ
ー
・
ヘ
ド
リ
ィG

erry H
edley

は
絵
画
の
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
方
法
を
三
つ
に
分
類
し
ま

）
16
）（
11

（
６
）（

し
た
。

 

・t otal cleaning

（
完
全
な
洗
浄
）・
・
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
具
層
の
上
に
あ

る
も
の
を
す
べ
て
除
去
す
る

・partial cleaning
（
部
分
的
な
洗
浄
）・
・
・
ワ
ニ
ス
の
層
を
薄
く
残
す

・ selective cleaning
（
選
択
的
な
洗
浄
）・
・
・
画
面
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

て
洗
浄
を
行
う

先
に
述
べ
た
ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
例

は
完
全
な
洗
浄
に
あ
た
り
、
イ
タ
リ
ア
の
例
は
部
分
的
な
洗
浄
に
あ
た
り
ま
す
。

絵
画
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、
か
つ
て
は
主
に
有
機
溶
剤
を
用
い
て
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
新
た
な
修
復
材
料
を
導
入
し
て
、
除
去
す
べ
き
物
質
だ
け
に
作

用
す
る
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
し
や
す
く
、
人
体
と
環
境
に
安
全
な
材
料
と
方
法
が

追
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
は
言
え
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
不
可
逆
の
行
為
で
す
。
同
じ
く
ゲ
リ
ー
・
ヘ
ド

リ
ィ
は
、
次
の
よ
う
に
適
確
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。「
い
ず
れ
の
方
法
に
よ
っ
て

も
作
品
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
状
態
に
戻
す
こ
と
は
で
き
ず
、
制
作
者
の
意
思
、
現
在

の
作
品
と
経
過
し
た
時
間
と
を
つ
な
ぐ
新
し
い
関
係
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い）
17
（

。」実
は
、
こ
こ
に
は
矛
盾
が
あ
り
ま
す
。
修
復
の
倫
理
と
し
て
「
可
逆
性
」
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
が
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
不
可
逆
な
処
置
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
ひ
い
て
は
修
復
処
置
す
べ
て
は
、
作
品
の
美
的
価
値

や
保
存
状
態
を
か
ん
が
み
て
判
断
さ
れ
るcritical

な
行
為
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

ティツィアーノ、《バッカスとアリアドネ》、1521-1523年
ロンドン・ナショナル・ギャラリー所蔵

画像出典: Public domain, via Wikimedia Commons
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Titian_Bacchus_and_Ariadne.jpg

1967年におけるクリーニングの写真は以下を参照
西洋絵画におけるクリーニング方法発展の歴史的背景、『文化財処置に関する研究会―クリーニングとゲルの利用について―』、
東京文化財研究所、2020年、p.34-35、Figure 2-4。http://id.nii.ac.jp/1440/00008990/

図 6
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イイェェーールル大大学学美美術術館館ココレレククシショョンン

ジョヴァンニ・ベッリーニ、《聖母子》

画像出典: Yale University Art Gallery
https://artgallery.yale.edu/collections/objects/43504

フィリッピーノ・リッピ、《キリスト磔刑》

画像出典: Yale University Art Gallery
https://artgallery.yale.edu/collections/objects/316

図 8

ジョヴァンニ・ベッリーニ、《聖母の戴冠》裾絵部分、聖テレンティウス (修復後)、ペーザロ、市立美術館所蔵

画像出典: Public domain, via Wikimedia Commons
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Saint_Terence_of_Pesaro.jpg

図 7
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補
彩
に
つ
い
て

補
彩
を
表
す
言
葉
は
い
く
つ
か
存
在
し
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
り
ま
す
。
一
般

的
に
補
彩
を
指
す
語
と
し
てretouch

が
使
用
さ
れ
ま
す
が
、retouch

は
後
世

も
し
く
は
画
家
本
人
に
よ
る
加
筆 overpaint

の
意
味
で
も
使
用
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
西
洋
で
はreintegration

、loss com
pensation

、

inpainting

な
ど
の
表
現
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。「
第
二
回
文
化
遺
産
の
補
彩
に

関
す
る
国
際
会
議
」
で
、
バ
イ
ロ
ン B

ailão

と
カ
ル
ヴ
ォC

alvo

は
補
彩
を
表

す
言
葉
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
を
説
明
し
て
い
ま
）
19
）（
18
（

す
。

特
にreintegration

と
は
欠
損
部
を
単
純
に
埋
め
る
の
で
は
な
く
、
イ
メ
ー

ジ
の
統
一
性
を
取
り
戻
す
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、reintegration

（
伊 

reintegrazione

）
を
使
用
し
始
め
た
の
は
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
で
あ
っ

た
と
言
わ
れ
ま
す）

20
（

。『
修
復
の
理
論
』
の
和
訳
で
は
こ
れ
に
「
補
完
」
の
訳
語
を

当
て
て
お
り
、
補
完
が
満
た
す
べ
き
要
件
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
第
一
の
原
則
は
、
補
完
は
常
に
そ
れ
と
識
別
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
補
完
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
が
取
り
戻
そ
う
と
す

る
統
一
性
そ
の
も
の
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

補
完
は
、
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
芸
術
作
品
が
観
察
さ
れ
た
時
に
は
発
見
で
き
な
い

が
、
し
か
し
近
づ
い
て
み
れ
ば
即
座
に
、
何
ら
特
殊
な
器
具
を
使
う
こ
と
な
く
容

易
に
修
復
箇
所
を
識
別
で
き
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い）

10
（

。」（p.51

）

inpainting

は
現
在
の
修
復
の
絵
具
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
上
に
付
加
す
べ
き
で
な

い
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
に
使
い
、loss com

pensation

は
模
倣
的
な
補
彩
を

行
う
場
合
、
表
面
の
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
修
復
箇
所
と
同
様
に
合
わ

せ
な
け
れ
ば
う
ま
く
仕
上
が
ら
な
い
た
め
、
敢
え
て
修
復
箇
所
の
テ
ク
ス
チ
ャ
ー

も
合
わ
せ
る
と
き
に
用
い
た
よ
う
で
す）

21
（

。

実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
補
彩
の
種
類
を
大
別
す
る
と
、「visible retouching

裸
眼
で
識
別
可
能
な
補
彩
」
と
「im

itative retouching

オ
リ
ジ
ナ
ル
を
模
倣
し

た
補
彩
」
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。「
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
模
倣
し
た
補
彩
」
が
長

い
歴
史
の
中
で
経
験
的
に
行
わ
れ
て
き
た
一
方
で
、「
裸
眼
で
識
別
可
能
な
補
彩
」

の
理
論
は
、
近
代
に
生
ま
れ
た
修
復
の
概
念
に
な
り
ま
す）

22
（

。「
裸
眼
で
識
別
可
能

な
補
彩
」
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ
中
央
修
復
研
究
所
、
初
代
所
長
を
務
め
た

チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
と
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
貴
石
加
工
所
（
国
立
修
復
研
究

機
関
）
の
初
代
所
長
を
務
め
た
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
バ
ル
デ
ィ
ー
ニ
に
よ
っ
て
理
論
が

打
ち
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
を
模
倣
し
て
補
彩
を
行
う
と
、
必
然
的
に
そ
の
箇
所
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
部
分
と
の
区
別
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
欠
損
部
分
を
見
え
る
よ
う
に

残
す
と
、
そ
れ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
部
分
に
対
し
て
目
立
ち
す
ぎ
た
場
合
、
芸
術
作
品

と
し
て
の
調
和
を
欠
く
結
果
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
作
品
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
尊
重

し
な
が
ら
、断
片
で
は
な
く
一
つ
の
芸
術
作
品
と
し
て
の
鑑
賞
を
可
能
に
す
る「
裸

眼
で
識
別
可
能
な
補
彩
」
の
手
法
が
考
え
出
さ
れ
ま
し
た
。
補
彩
箇
所
を
区
別
す

る
た
め
に
、
点
描
を
用
い
た
り
、
模
倣
的
な
補
彩
を
行
っ
た
上
に
網
状
に
線
を
引

く
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
が
試
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
イ
タ
リ
ア
で

発
展
し
た
主
要
な
方
法
ト
ラ
ッ
テ
ッ
ジ
ォ
に
焦
点
を
当
て
ま
す
。

そ
の
前
に
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
の
哲
学
的
な
理
念
を
反
映
さ
せ
た
修
復
例
を
紹
介

し
ま
す
。
彼
が
ロ
ー
マ
中
央
修
復
研
究
所
所
長
に
就
任
し
て
間
も
な
い
時
期
の

一
九
四
二
年
、
ロ
ー
マ
中
央
修
復
研
究
所
で
行
わ
れ
た
ア
ン
ト
ネ
ッ
ロ
・
ダ
・

メ
ッ
シ
ー
ナ
の
《
受
胎
告
知
》（
シ
チ
リ
ア
島
、
シ
ラ
ク
サ
、
ベ
ッ
ロ
ー
モ
宮
州

立
美
術
館
所
蔵
、
一
四
七
四
年
作
）
の
修
復
で
は
、
敢
え
て
画
面
の
色
調
か
ら
離

れ
た
色
が
欠
損
部
分
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
（
図
９
）。
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ブ
ラ
ン
デ
ィ
は
、
絵
画
の
前
に
あ
る
ガ
ラ
ス
の
上
の
斑
点
は
、
た
と
え
絵
画
の

一
部
が
見
え
な
く
な
っ
て
も
、
そ
れ
が
絵
画
と
は
異
な
る
階
層
に
あ
る
こ
と
が
認

識
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
斑
点
の
下
に
あ
る
絵
画
の
連
続
性
も
ま
た
認
識
さ
れ

る
、
と
い
う
現
象
を
絵
画
の
補
完
に
適
用
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
絵
画
を
メ
イ

ン
の
「
図
形
」
と
し
、
欠
損
部
分
を
背
景
の
「
地
」
へ
と
押
し
戻
す
に
は
、
基
底

材
で
あ
る
板
や
キ
ャ
ン
バ
ス
を
目
に
見
え
る
ま
ま
に
し
て
お
け
ば
十
分
で
あ
る
、

と
も
述
べ
て
お
り）

10
（

（p.59
）、
こ
れ
を
実
践
し
た
修
復
例
は
時
々
見
か
け
ま
す
。

（
図
９
）
の
右
の
画
像
は
「
ル
ビ
ン
の
壺
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
中
央
の

壺
が
メ
イ
ン
の
図
な
の
か
、
左
右
の
顔
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
メ
イ
ン
の
「
図
」
な

の
か
と
い
う
、「
図
」
と
「
地
」
の
関
係
を
示
し
て
い
ま
す
。
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館

所
蔵
の
ア
ン
ブ
ロ
ー
ジ
ョ
・
ロ
レ
ン
ゼ
ッ
テ
ィ
作
、《
聖
母
子
》（
図
10
）
は
、
板

絵
の
基
底
材
や
下
地
を
露
出
し
た
状
態
で
修
復
を
完
了
さ
せ
て
い
る
例
で
す
。

《
受
胎
告
知
》
を
お
よ
そ
八
〇
年
が
経
過
し
た
現
代
の
感
覚
で
見
る
と
、
か
つ

て
の
修
復
の
写
真
で
は
、
厳
格
な
補
彩
の
法
則
が
作
品
の
美
的
調
和
を
凌
駕
し
て

い
る
印
象
は
否
め
ま
せ
ん
（
図
11
）。
近
年
二
〇
一
七
年
に
あ
ら
た
め
て
行
わ
れ

た
修
復
で
は
、
特
に
背
景
の
空
間
部
分
や
建
築
物
に
ト
ラ
ッ
テ
ッ
ジ
ォtratteg-

gio

に
よ
る
再
構
成
が
行
わ
れ
、
窓
か
ら
光
が
差
し
込
む
室
内
空
間
の
中
で
行
わ

れ
る
天
使
と
マ
リ
ア
の
対
話
の
様
子
が
感
じ
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ト
ラ
ッ
テ
ッ
ジ
ォ
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
の
理
論
を
も
と
に
一
九
四
五
―
五
〇
年

頃
、
ロ
ー
マ
中
央
修
復
研
究
所
に
お
い
て
発
明
さ
れ
ま
し
た
。
当
研
究
所
の
修
復

士
で
あ
っ
た
モ
ー
ラ
夫
妻
は
、『
壁
画
の
保
存
』
の
中
で
ト
ラ
ッ
テ
ッ
ジ
ォ
の
方

法
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
ま
す）

23
（

。

　

 「（
図
像
が
欠
け
て
い
る
箇
所
の
）
再
構
成
に
は
ト
ラ
ッ
テ
ッ
ジ
ォ
を
用
い

アントネッロ・ダ・メッシーナ《受胎告知》、1474年、
シチリア、シラクサ、ベッローモ宮州立美術館所蔵

画像出典: Antonello da Messina, Public domain, via Wikimedia Commons
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Antonello_da_Messina_066.jpg

ルビンの壺（「図」と「地」の関係）

画像出典: Rubin’s vase, via Wikimedia Commons, 
GNU Free Documentarion Licence

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Face_or_
vase_ata_01.svg

図 9
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アントネッロ・ダ・メッシーナ《受胎告知》、1474年
シチリア、シラクサ、ベッローモ宮州立美術館所蔵

画像出典: 
https://www.siracusaturismo.net/public/cosa_vedere/L_Annunciazione_di_Anton
ello_da_Messina_Siracusa.asp

画像出典: 
Antonello da Messina, Public domain, via WikimediaCommons
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Antonello_da_Messina_066.jpg

図 11

アンブロージョ・ロレンゼッティ、《聖母子》
1330-1335年頃、ルーヴル美術館所蔵

板絵の基底材や下地が露出した状態で修復を完了している。[2017年、筆者撮影]

図 10
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る
。
こ
れ
は
通
常
に
鑑
賞
す
る
距
離
か
ら
で
は
認
識
で
き
な
い
が
、
近
づ
い

て
見
る
と
分
か
る
補
彩
方
法
で
あ
る
。
ト
ラ
ッ
テ
ッ
ジ
ォ
は
お
よ
そ
一
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
の
垂
直
な
線
を
規
則
的
に
ひ
く
。
ま
ず
一
色
目
を
規
則

的
に
ひ
い
た
ら
、
次
に
二
色
目
、
三
色
目
と
、
前
回
ひ
い
た
線
と
線
の
間
を

埋
め
る
よ
う
に
ひ
い
て
い
く
。
色
は
筆
で
混
ぜ
ず
に
純
粋
な
ま
ま
で
使
用
す

る
。
透
明
な
弱
い
色
調
の
色
を
用
い
、
こ
れ
を
線
と
し
て
繰
り
返
し
重
ね
る

こ
と
で
色
調
を
調
節
す
る
。
機
械
的
に
線
を
ひ
い
て
い
く
た
め
、
作
業
者
の

解
釈
が
入
り
込
む
こ
と
は
な
い
。」

ト
ラ
ッ
テ
ッ
ジ
ォ
は
リ
ガ
テ
ィ
ー
ノrigatino

と
も
呼
ば
れ
、「
線
を
引
く
」

「
小
さ
な
線
」
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
ま
す
。tratteggio

のtratto

もrigatino

のriga

も
「
線
」
を
意
味
し
ま
す
。

続
い
て
、
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
バ
ル
デ
ィ
ー
ニ
に
よ
る
方
法
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
の
ト

ラ
ッ
テ
ッ
ジ
ォ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
も
の
で
す
。
彼
は
『
修
復
の
理
論
と
方
法

論
の
統
一
』
と
題
す
る
著
書
を
残
し
て
お
り
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
と
同
様
に
修
復
を
批

判
的
考
証
学
の
行
為
と
捉
え
て
い
ま
し
た）

24
（

。

バ
ル
デ
ィ
ー
ニ
に
よ
る
補
彩
方
法
は
、
ア
ス
ト
ラ
ツ
ィ
オ
ー
ネ
・
ク
ロ
マ
テ
ィ

カastrazione crom
atica （

色
彩
を
抽
象
的
に
補
完
す
る
補
彩
方
法
）と
、セ
レ
ッ

ツ
ィ
オ
ー
ネ
・
ク
ロ
マ
テ
ィ
カselezione crom

atica

（
色
彩
を
選
択
的
に
補
完

す
る
補
彩
方
法
） 

の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
描
か
れ
て
い
た
形
を
類
推
す
る

こ
と
な
く
補
彩
が
可
能
な
箇
所
は
セ
レ
ッ
ツ
ィ
オ
ー
ネ
・
ク
ロ
マ
テ
ィ
カ
を
用
い

る
一
方
、
欠
損
し
た
箇
所
に
描
か
れ
て
い
た
形
が
欠
損
部
周
囲
の
情
報
だ
け
か
ら

で
は
完
成
で
き
な
い
部
分
に
は
ア
ス
ト
ラ
ツ
ィ
オ
ー
ネ
・
ク
ロ
マ
テ
ィ
カ
を
行
い

る
と
い
う
よ
う
に
、
欠
損
の
状
態
に
よ
っ
て
手
法
を
使
い
分
け
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン

チマブーエ《キリスト磔刑》、1200年代後半
サンタ・クローチェ聖堂美術館、フィレンツェ

画像出典: 
I, Sailko, CC BY-SA 3.0 <https://creativecommons.org/licenses/by-
sa/3.0>, via Wikimedia Commons
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Cimabue,_crocifisso_di_sant
a_croce.JPG

画像出典: 
Cimabue, Public domain, via Wikimedia Commons
https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/9/
96/Cimabue_022.jpg

画像出典: 
I, Sailko, CC BY-SA 3.0 <https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0>, via Wikimedia Commons
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Cimabue,_crocifisso_di_santa_croce.JPG

図 12
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デ
ィ
の
方
法
と
比
べ
て
、
線
の
方
向
は
必
ず
し
も
垂
直
で
は
な
く
形
体
に
従
っ
て

ひ
く
点
も
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ア
ス
ト
ラ
ツ
ィ
オ
ー
ネ
・
ク
ロ
マ
テ
ィ
カ
の
手
法
は
、
一
九
六
六
年
の
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
の
ア
ル
ノ
川
洪
水
で
損
傷
し
た
サ
ン
タ
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
聖
堂
の
チ
マ
ブ
ー

エ
作
《
キ
リ
ス
ト
磔
刑
》
に
初
め
て
適
用
さ
れ
ま
し
た
（
図
12
）。
損
傷
が
顔
と

体
の
広
範
囲
に
及
ん
だ
だ
め
、
再
構
成
す
る
こ
と
は
正
当
で
な
い
と
当
時
判
断
さ

れ
た
た
め
で
す
。

《
受
胎
告
知
》
と
《
キ
リ
ス
ト
磔
刑
》
の
修
復
は
、
大
き
な
欠
損
を
も
つ
絵
画

作
品
に
対
し
て
、
修
復
す
る
側
の
主
観
を
挟
ま
ず
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
最
大
限
に
尊

重
し
な
が
ら
一
つ
の
調
和
の
あ
る
完
結
し
た
芸
術
作
品
と
し
て
鑑
賞
で
き
る
状
態

に
復
帰
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、
理
論
に
裏
打
ち
さ
れ
た
実
験
的
な
取
り
組

み
で
し
た
。

こ
の
細
か
な
線
に
よ
る
補
彩
方
法
は
、
そ
の
後
、
特
に
イ
タ
リ
ア
を
中
心
に
広

く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
考
案
さ
れ
た
当
初
の
厳
格
だ
っ
た
考
え
方
は
、
今
日
で

は
作
品
の
状
態
に
合
わ
せ
て
変
化
を
加
え
て
適
用
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
部
分
と
後
補

箇
所
が
作
品
の
中
で
調
和
し
て
鑑
賞
で
き
る
よ
う
、
工
夫
が
な
さ
れ
発
展
を
続
け

て
い
ま
す
。
以
下
に
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
作
品
例
を
三
点
挙
げ
ま
す
。

ペ
ル
ジ
ー
ノ
作
、《
ア
ン
ド
レ
ア
卿
を
蘇
生
さ
せ
る
聖
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
》（
図

13
）
で
は
、
左
手
の
人
物
の
衣
服
と
背
景
の
柱
と
ガ
ラ
ス
が
、
セ
レ
ッ
ツ
ィ
オ
ー

ネ
・
ク
ロ
マ
テ
ィ
カ
で
補
彩
が
行
わ
れ
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
は
図
像
の
再
構
成
を

行
わ
ず
に
抽
象
的
に
処
理
し
て
い
ま
す
。
作
品
か
ら
少
し
距
離
を
と
っ
て
離
れ
て

見
る
と
、
補
彩
の
線
は
見
え
な
く
な
り
ま
す
（
図
14
）。

ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
リ
の
フ
レ
ス
コ
画
、《
若
い
婦
人
に
贈
り
物
を
捧
げ
る
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
と
三
美
神
》（
図
15
）
は
、
一
八
七
三
年
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
近
郊
の
レ
ン
ミ
荘

ペルジーノ、《アンドレア卿を蘇生させる聖ヒエロニムス》
1473-1475年頃、ルーヴル美術館所蔵
セレッツィオーネ・クロマティカによる補彩 [2017年、筆者撮影]

図 13
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で
発
見
さ
れ
壁
か
ら
剝
ぎ
と
ら
れ
、
現
在
は
パ
ネ
ル
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ペ

ル
ジ
ー
ノ
の
作
品
と
同
様
、
類
推
す
る
こ
と
な
く
再
構
成
が
で
き
る
箇
所
は
セ

レ
ッ
ツ
ィ
オ
ー
ネ
・
ク
ロ
マ
テ
ィ
カ
で
補
彩
が
な
さ
れ
、
大
き
な
欠
損
部
は
中
間

色
で
処
理
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
欠
損
の
特
性
に
よ
っ
て
手
法
を
使
い
分
け
て

修
復
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
16
）。

中
間
色
の
み
を
用
い
た
補
彩
の
例
と
し
て
、
ナ
ポ
リ
の
画
家
に
よ
る
《
キ
リ
ス

ト
磔
刑
》（
図
17
）
を
挙
げ
ま
す
。
19
世
紀
に
カ
ヴ
ァ
ル
カ
セ
ッ
レ
が
推
奨
し
た

よ
う
に
、
中
間
色
に
よ
る
補
彩
は
絵
画
修
復
の
歴
史
の
中
で
用
い
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
た
だ
し
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
色
に
と
っ
て
の
中

間
色
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
彼
は
、
中
間
色
に
よ
る
補
彩
は
目
を
欺
か
な
い
誠
実

な
方
法
で
あ
る
が
、
十
分
に
満
足
の
い
く
解
決
策
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
ま
す）

10
（

（p.57

）。

ブ
イ
エB

ouyer

は
、「
中
間
色
で
補
彩
す
る
」
こ
と
は
図
像
の
再
構
成
を
行

わ
ず
に
欠
損
部
を
補
填
す
る
と
き
の
不
都
合
を
緩
和
す
る
た
め
に
使
う
言
葉
で
あ

る
と
し
て
、
五
つ
の
場
合
に
分
類
し
ま
し
た）

25
（

。

　

中
間
色
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
近
い
色
の
場
合
の
補
彩

　
　

⒈　

欠
損
部
周
辺
の
主
要
な
色
に
合
わ
せ
る

　
　

⒉　

オ
リ
ジ
ナ
ル
画
面
全
体
に
お
い
て
支
配
的
な
色
を
選
ぶ

　
　

⒊　

 

基
底
材
の
板
、
キ
ャ
ン
バ
ス
、
壁
の
下
塗
り
な
ど
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
画

面
の
下
層
に
あ
る
色
を
使
う
（natural neutral

、background color

と
も
呼
ば
れ
る
）

図 14
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ボッティチェッリ、《若い婦人に贈り物を捧げるヴィーナスと三美神》、
1486～1490年、フレスコ画、ルーヴル美術館所蔵 [2017年、筆者撮影]

図 16

ボッティチェッリ、《若い婦人に贈り物を捧げるヴィーナスと三美神》
1486～1490年、フレスコ画、ルーヴル美術館所蔵 [2017年、筆者撮影]

図 15
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オ
リ
ジ
ナ
ル
に
は
存
在
し
な
い
色
を
使
う
場
合
の
補
彩

　
　

⒋　
 

欠
損
部
周
辺
の
主
要
な
色
を
一
つ
決
め
て
も
補
彩
が
う
ま
く
い
か
な
い

場
合
、
欠
損
部
の
周
囲
に
あ
る
複
数
の
色
を
混
ぜ
る
（interm

ediate 

color
）

　
　

⒌　

 

灰
色
、
ベ
ー
ジ
ュ
な
ど
知
覚
に
影
響
を
与
え
な
い
と
さ
れ
る
無
彩
色
ま

た
は
無
彩
色
に
近
い
色
を
使
う
（unrelated color

）

こ
の
よ
う
に
修
復
処
置
の
一
つ
一
つ
に
対
し
て
行
わ
れ
る
深
い
考
察
は
、
ま
さ

に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
の
言
葉
を
思
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。「
修
復
は
、
芸
術
作
品
を
未
来

へ
と
伝
達
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
芸
術
作
品
の
物
理
的
実
態
と
、
対
極
を
な

す
美
的
お
よ
び
歴
史
的
な
二
面
性
に
お
い
て
芸
術
作
品
を
認
識
す
る
方
法
論
的
な

瞬
間
を
成
り
立
た
せ
る）

10
（

」（p.32

）。

三　

倫
理
規
定
と
実
務
指
針

長
年
に
わ
た
る
理
念
の
探
求
の
結
果
、
海
外
で
は
、
倫
理
規
定
（C

ode of 

E
thics

）
と
実
務
指
針
（G

uidelines for Practice

）
に
従
い
保コ

ン

サ

ヴ

ァ

タ

ー

存
修
復
専
門
家

が
修
復
を
行
う
仕
組
み
が
確
立
さ
れ
て
い
る
国
々
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
、
文

化
財
保
存
修
復
学
会
二
〇
〇
八
年
に
制
定
し
た
一
〇
項
目
か
ら
成
る
「
文
化
財
の

保
存
に
た
ず
さ
わ
る
人
の
た
め
の
行
動
規
範
」
が
あ
り
ま
す
が
、
実
務
基
準
は
あ

り
ま
せ
ん
。
資
格
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
国
宝
修
理
装
潢
師
連
盟
に
お

い
て
「
修
理
技
術
者
資
格
制
度
」
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

（
図
18
）
に
、
世
界
の
主
な
倫
理
規
定
と
実
務
指
針
が
作
ら
れ
た
年
代
お
よ
び

組
織
を
示
し
ま
す
。
米
国
保
存
修
復
学
会A

IC

と
英
国
保
存
修
復
学
会IC

O
N

中間色を用いた補彩の例
ナポリの画家、《キリスト磔刑》、1340-1350年頃、ルーヴル美術館所

蔵[2017年、筆者撮影]

図 17
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倫理規定の主な項目の分類

- 適切な材料・方法の使用

- 予防保存の重視

- 科学的調査の必要性

- 共同作業の重要性

- 質の高い仕事の実施

- 調査記録の作成・保存・公開

・専門性に関わる項目

- 分野発展への責任

- 自己の研鑽

- 他の専門家との適切な関係

- 他の専門職との違い

- 教育・研修の目的と内容

・倫理規定に関わる項目

- 倫理規定の理解・遵守を促す義務

・社会的項目

- 社会的責任の自覚

- 成果の社会への公開と普及

- 差別の排除

- 人の健康と環境への配慮

・法的項目

- 法令の遵守

- 不正取引への関与の禁止

- ねつ造、盗用など不正行為の禁止

- 秘密保持義務

・保存修復に関わる項目

- 対象への理解・配慮・敬意

- 修復における価値

（真実性、完全性）の尊重

引用文献: 三浦定俊、文化財保存に関する倫理規定、『文化財保存修復学会誌』55, p.1〜6、2010年

図 19

年代 組織名 規定
1963 IIC-American Group [AIC 米国保存修復学会] Standards of Practice and 

Professional Relations for 
Conservators (The Murray Pease
Report) 

1967 IIC-American Group [AIC 米国保存修復学会] Code of Ethics for Art 
Conservators 

1984 The International Council of Museum, International 
Committee for Conservation [国際博物館会議保存部
会 ICOM-CC]

The Conservator-Restorer. A 
Definition of the Profession

1986 CAC/ The Canadian Association for Conservation of 
Cultural Property [カナダ文化財保存学会]および
CAPC/ The Canadian Association of Professional 
Conservators[カナダ保存修復専門家協会]

Code of Ethics and Guidance for 
Practice for Those Involved in 
the Conservation of Cultural 
Property in Canada

1993 European Confederation of Conservator-Restorer’s 
Organization [欧州保存修復専門家連合]

Professional Guidelines (1)The 
Profession, (2)Code of Ethics, 
(3)Education

1999 The Institute of Conservation [英国保存修復学会] Professional Standards and 
Judgement & Ethics

図 18
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に
は
、
規
定
の
中
で
用
い
ら
れ
る
用
語
の
解
説glossary

も
付
随
し
て
い
ま
す
。

米
国
保
存
修
復
学
会A

IC

の
母
体
と
な
っ
たIIC

-A
m

erican G
roup

で
採
択
さ

れ
た
マ
レ
ー
・
ピ
ー
ズ
・
レ
ポ
ー
ト
が
、
一
番
最
初
の
実
務
基
準
で
あ
る
と
言
わ

れ
、
倫
理
規
程
は
そ
の
後
に
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
国
際
博
物
館
会
議
保
存
部
会

IC
O

M
-C

C

は
、
保
存
修
復
専
門
家
の
職
業
の
定
義
を
示
し
て
い
ま
す
。
続
い
て
、

カ
ナ
ダ
、
欧
州
保
存
修
復
専
門
家
組
織
連
合E

.C
.C

.O
.

、
イ
ギ
リ
ス
の
順
で
、
倫

理
規
程
と
実
務
指
針
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。倫
理
規
定
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

三
浦
定
俊
先
生
の
論
文
を
引
用
し
ま
す
（
図
19
））

26
（

。

保
存
修
復
専
門
家
を
表
す
言
葉
と
し
て
、C

onservator 

と
い
う
呼
び
方
は
ア

ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
系
の
国
、R

estorer
と
い
う
呼
び
方
は
ロ
マ
ン
ス
語
圏
の

国
々
で
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
国
際
的
に
はC

onservator-R
estorer

の
よ
う
に

両
方
を
ハ
イ
フ
ン
で
つ
な
い
だ
表
現
が
使
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
書
に
よ
る

と
、
保
存
修
復
専
門
家 C

onservator-R
etorer

は
歴
史
、
芸
術
、
科
学
、
手
先

の
技
能
、
記
録
、
倫
理
、
他
分
野
の
専
門
家
と
の
協
力
な
ど
に
つ
い
て
均
整
の
と

れ
た
能
力
を
備
え
、
芸
術
家
や
職
人
と
は
区
別
さ
れ
る
職
業
で
す
。

教
育
に
つ
い
て
は
、E

.C
.C

.O
.

の
「
職
業
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
３
）
保

存
修
復
の
教
育
に
お
け
る
基
本
的
必
要
条
件
」
を
参
照
す
る
と
、
資
格
の
あ
る
保

存
修
復
専
門
家
と
な
る
に
は
最
低
で
も
大
学
修
士
の
レ
ベ
ル
が
必
要
で
あ
り
、
適

切
に
計
画
さ
れ
た
実
践
的
な
イ
ン
タ
ー
ン
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
が
博
士
レ

ベ
ル
の
研
究
の
可
能
性
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
理
論
的
教
育

と
実
践
的
研
修
の
両
方
を
受
け
、
最
終
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
ま
す）

27
（

。
従
っ
て
、
シ
ス
テ
ム
の
異
な
る
国
と
国
の
間
で
該
当
す
る
学
習
レ
ベ
ル

を
示
す
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
一
的
な
八
段
階
の
レ
ベ
ル
分
けE

uropean Q
ualifica-

tions Fram
ew

ork for Lifelong Learning (E
Q

F)

に
お
い
て
、
保
存
修
復
専

門
家
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
地
点
は
修
士
レ
ベ
ル
のE

Q
F Level 7

と
な
り
ま
す）

28
（

。

イ
ギ
リ
ス
で
の
保
存
修
復
教
育
は
大
学
院
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
加
え
て
さ
ら
に
英
国
保
存
修
復
学
会IC

O
N

に
はA

ccredited C
onserva-

tor-R
estorers (A

C
R

)

と
い
う
認
定
制
度
が
あ
り
ま
す
。
申
請
書
を
提
出
し
、
審

査
に
通
る
とIC

O
N

が
認
定
す
る
保
存
修
復
専
門
家
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。
認

定
が
受
け
ら
れ
る
条
件
は
、
学
位
と
経
験
が
あ
る
こ
と
、IC

O
N

の
倫
理
規
程
と

実
務
指
針
を
遵
守
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
遵
守
で
き
な
い
場
合
は
認
定
が

取
り
消
さ
れ
ま
す
。
米
国
保
存
修
復
学
会
で
は
、
倫
理
規
程
と
実
務
指
針
に
反
し

た
会
員
に
は
、
学
会
長
へ
の
書
面
に
よ
る
報
告
と
罰
則
を
科
す
旨
が
、
実
務
指
針

13
．不
義
の
行
為
に
記
さ
れ
て
い
ま
す）

29
（

。

倫
理
規
定
の
中
で
、
保
存
修
復
専
門
家
は
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
自
己
研
鑽
を
積

む
こ
と
が
望
ま
れ
て
お
り
、
近
年
は
日
本
で
も
、
海
外
の
講
師
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
国
立
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
東
京
文
化
財
研
究
所
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
保
存
修
復
専
門
家
は
新
た
な
技
術
の
習
得
や

情
報
収
集
に
努
め
て
い
ま
す
。
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